



































































































































( 2 )前部のアクセントはそのままで後部のアクセントが変わるもの。例は少ない (8
例)。
ウチノ1::1-' (内の人)，コドモ}1:1 (子供の日)，ハナノ亨亨1(鼻の下) (3) 
ゴマプヲ1ブラ(ごまの泊)，ε);J. (日の目)など



























( 1 )全体のアクセントが変わらないもの。 (29例)
アノヨロ，ソノ元]:/，コノ下一リ，ソノヨジ など。
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もし， r開けないで下さい j が一つのアクセント句になると，続き下がりの原則によっ
て，アとケの間に上昇があり(この上昇がアクセント句のはじまりのしるし) ，ナとイの
聞で一度下降がおこってサとイの間にもう一度下降がある。




































































































「国語学要説J (11国語科学講座J 6輯 昭和19) p.9 












「準アクセントについてJ (11国語研究』第7号， 1957) pp.45-48 
本稿で「アクセント句」といったのは，視覚文法の「句Jと区別するためである。
(5 )川上奏(前掲書， p.50) 
(6) ここでは用語の簡素化のため主核・準核としたが，これはすでに寺川喜四男・日下三
好氏が大山・小山と名づけたものである。
『標準日本語発音大辞典J (京都大雅堂，昭和19 p.解19)
(7)川上氏は句切りなく言われた「昨日も降られた」の第二の下降が聞き取りにくいのは，
第ーには事実その下降の度が僅かであるため，
第二には人間の常として最初の下降ばかりが強く印象づけられるため，
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日本語アクセントの結束力
第三にはその聞き手の言調観念、の構造にしたがって「ノ」以外は全て「非上J とし
て受け入れるため，
第四には下降イントネーションがアクセントを殆どカヴァーしてしまっているため
といった。
川上薬(前掲書， p.50) 
(韓国蔚山大学)
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